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宝石を探し出す（10分） 

①（ 代二 17:9 彼らはエホバの律法の書を持参し，ユダで教え始めた。ユダの全ての町を回って，民を教えた） 

エホシャファトが組織した教育活動から何を学べるか。 

（塔研17.03 20ページ10-11節）10 アサの息子エホシャファトは「その父アサの道に歩み続け」ました。（代二 

20:31，32エホシャファトはユダを治め続けた。彼は 35歳で王になり，エルサレムで 25年治めた。彼の母はアズ

バといい，シルヒの娘だった。 32 彼は父アサと同じ道を歩み続けた。その道からそれず，エホバから見て正し

いことを行った）どのようにですか。父と同様，神を求めるよう民を励ましました。「エホバの律法の書」を用

いた教育活動を組織したのです。（代二 17:7-10治世の第 3 年，エホシャファトは，ベン･ハイル，オバデヤ，ゼ

カリヤ，ネタヌエル，ミカヤという高官たちを呼び，ユダの町々で教えさせた。 8 シェマヤ，ネタヌヤ，ゼバ

ドヤ，アサエル，シェミラモト，エホナタン，アドニヤ，トビヤ，トブ･アドニヤというレビ族の人たちも同行

し，祭司のエリシャマとエホラムも一緒だった。 9 彼らはエホバの律法の書を持参し，ユダで教え始めた。ユ

ダの全ての町を回って，民を教えた。 10 ユダの周りのどの王国もエホバからの恐怖に包まれ，エホシャファト

と戦おうとはしなかった）人々を「エホバに連れ戻すため」，北のイスラエル王国の領土であるエフライムの山

地にまで赴きました。（代二 19:4エホシャファトは引き続きエルサレムに住んだ。そして，ベエル･シェバから

エフライムの山地まで，再び民の中を巡った。民を父祖たちの神エホバのもとに連れ戻すためだった）エホシャ

ファトは「心をつくしてエホバを求めた」のです。―代二 22:9心を尽くしてエホバに仕えたエホシャファトの孫

11 わたしたちも，エホバが推し進めておられる大々的な教育活動に加われます。あなたは毎月，この活動に携

わっていますか。他の人に聖書を教え，神に仕えるよう励ましたいと思っていますか。そのことについて祈って

いますか。努力を続けるなら，神の祝福により，聖書研究を司会できるかもしれません。自由な時間を幾らか犠

牲にしても，研究を司会したいと思っていますか。エホシャファトは，真の崇拝に戻るよう人々を助けるため，

エフライムの領土にまで赴きました。わたしたちも不活発な人たちを助けるために努力します。長老たちは，会

衆の区域にいる排斥された人たちを訪問して助けを差し伸べます。その人たちは悪い行ないをやめているかもし

れません。心をつくして、人々を「エホバに連れ戻す」活動に励んで行きたい 

②今週の範囲からエホバについて何を学べたか。宣教でどんな点を活用できるか。 

ほかにどんな宝石を見つけたか。 

※注解を準備して下さったり、参加してくださった皆さんに感謝いたします。 

 

 


